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新時代へ向かっての町づくりを実⾏
　宮田町長３度目の当初予算編成は、産業・地域振興、インフラ整備や健康福祉関連の新規

事業を含む一般会計予算総額 61 億 3,780 万円で、各特別会計（上水道事業を含む）と合計

して 89 億 9,451 万円となりました。平成 31 年 3 月定例会では、予算決算常任委員会に予算

審議を付託し、3 月 13 日から 2 日間の質疑討論の結果、新年度全予算を原案どおり可決す

べきものとしました。

一般会計おもな使いみち

湯遊ランドはなわ
施設管理費
5,904 万円

町道川上東河内線工事
1億 100 万円

Ｂ＆Ｇ海洋センター
改修工事
6,300 万円

ふるさと納税募集広告料
2,000 万円

高齢者向けシェアハウス
調査委託
300 万円

ふくしま森林再生事業
5,250 万円

※●＝総務費、●＝民生費、●＝衛生費、●＝農林水産費、●＝商工費、●＝土木費、●＝消防費、●＝教育費総 民 衛 農 商 土 消 教

平成３１年度 ⼀般会計予算総額６1億3,780万円

商

⼟

教

総

⺠

農

総：タクシー補助事業
　　実証運行補助金

120 万円

総：防災ヘリポート整備
1,200 万円

総：市町村生活バス運
　　行補助金

3,367 万円

総：地方税共通納税シ
　　ステム導入

140 万円

民：プレミアム付商品
　　券事業

975 万円

民：乳幼児子育て用品
　　購入補助事業

360 万円

民：社会福祉事業補助金
2,819 万円

民：特定健診事業委託料
1,723 万円

農：有害鳥獣被害防止
　　対策

1,171 万円

農：地方創生推進交付
　　金事業

4,988 万円

農：地籍調査事業
4,074 万円

農：林道開設事業
3,700 万円

商：商工振興活動事業
　　補助金

800 万円

商：ツール・ドはなわ
　　運営事業

200 万円

土：町道北野松岡線設
　　計業務

3,250 万円

土：さくらタウン末広
　　土地購入助成金

1,900 万円

土：さくらタウン末広
　　住宅新築助成金

2,000 万円

消：消防施設整備事業
6,738 万円

教：放課後児童健全育
　　成事業

1,478 万円

教：塙中体育館天井耐
　　震化工事

7,100 万円

教：那倉地区体育館撤
　　去工事

550 万円

歳入合計
61億3,780万円

依

存

財

源

69.2％69.2％

自主財
源

30.8％30.8％

地方交付税地方交付税
25億291万円25億291万円
（40.8％）（40.8％）

繰越金
2,500万円（0.4％）

諸収入
1億1,818万円（1.9％）

国庫支出金国庫支出金
4億3,248万円4億3,248万円
（7.0％）（7.0％）

県支出金県支出金
3億8,759万円3億8,759万円
（6.3％）（6.3％）

町債町債
6億9,860万円6億9,860万円
（11.4％）（11.4％）

地方消費税交付金
1億6,806万円（2.7％）

町税町税
9億1,347万円9億1,347万円
（14.9％）（14.9％）

使用料・手数料　6,939万円（1.1％）
財産収入　1億3,980万円（2.3％）
分担金・負担金　2,438万円（0.4％）
寄附金　1,300万円（0.2％）

歳出合計
61億3,780万円

農林水産費農林水産費
6億2,507万円6億2,507万円
（10.2％）（10.2％）

総務費総務費
8億7,424万円8億7,424万円
（14.2％）（14.2％）

土木費土木費
7億8,394万円7億8,394万円
（12.8％）（12.8％）

公債費公債費
6億4,285万円6億4,285万円
（10.5％）（10.5％）

教育費教育費
7億3,098万円7億3,098万円
（11.9％）（11.9％）

衛生費衛生費
6億3,730万円6億3,730万円
（10.4％）（10.4％）

消防費
2億5,306万円（4.1％）

商工費
1億4,164万円（2.3％）

議会費　7,303万円（1.2％）

労働費　528万円（0.1％）

民生費民生費
13億6,584万円13億6,584万円
（22.3％）（22.3％）

災害復旧費　7万円（0.0％）

予備費　450万円（0.0％）

自動車取得税交付金　516万円（0.1％）

地方譲与税　4,739万円（0.8％）

配当割交付金　267万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　52万円（0.0％）
地方特例交付金　286万円（0.0％）
利子割交付金　103万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金　55万円（0.0％）

＜特別会計決算＞ 予算額 前年度比

国民健康保険 10億4,588万円 ▲2,537万円

後期高齢者医療 1億701万円 186万円

介 護 保 険 10億3,657万円 7,089万円

農 業 集 落
排水処理事業 1億3,098万円 ▲479万円

公共下水道事業 1億8,740万円 256万円

上
水
道
事
業

収益的収入 2億6,850万円 132万円

収益的支出 2億6,730万円 1,298万円

資本的収入 0万円 ▲1億8,653万円

資本的支出 8,158万円 ▲2億20万円

地方交付税
25億291万円
（40.8％）

国庫支出金
4億3,248万円
（7.0％）

県支出金
3億8,759万円
（6.3％）

町債
6億9,860万円
（11.4％）

町税
9億1,347万円
（14.9％）

依

存

財

源

69.2％

自主財
源

30.8％

農林水産費
6億2,507万円
（10.2％）

総務費
8億7,424万円
（14.2％）

土木費
7億8,394万円
（12.8％）

公債費
6億4,285万円
（10.5％）

教育費
7億3,098万円
（11.9％）

民生費
13億6,584万円
（22.3％）

繰入金　5億8,476万円（9.5％）

衛生費
6億3,730万円
（10.4％）
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質
　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

附
金
謝
礼
品
事
業
委
託
料

は
ど
う
い
う
内
容
か
。

答
　

広
告
料
の
内
訳
は
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
に
よ
る
広

告
掲
載
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
を
活
用
す
る

予
定
。
昨
年
度
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ふ
る
さ
と
納
税

ア
ク
セ
ス
件
数
が
、
前
年

度
比
80
倍
と
な
っ
た
た
め

ネ
ッ
ト
広
告
を
中
心
に
行

う
。

　

３
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
、
予

算
決
算
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
・
く
ら
し

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
を
活
用

平
成
31
年
度

予

算

質

疑

 

⼀
般
会
計

商
工
振
興
活
動
事
業
補
助
金

商
店
街
活
用
で
イ
ベ
ン
ト
創
出
を
し
た
い

防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備

塙
小
周
辺
の
河
川
敷
に
計
画

　
　

幼
児
子
育
て
用
品
購

入
補
助
事
業
費
の
近
隣
市

町
村
と
の
比
較
は
。
　
　

　
　

２
歳
未
満
の
子
ど
も

の
オ
ム
ツ
関
連
用
品
と
、

授
乳
関
連
用
品
の
購
入
に

対
す
る
補
助
で
あ
る
。

　

郡
内
実
施
は
棚
倉
町

２
５
０
０
円
、
鮫
川
村

５
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

今
回
初
め
て
導
入
す
る

事
業
で
あ
り
、
子
育
て
ポ

イ
ン
ト
と
の
併
用
も
考
え

ら
れ
る
た
め
、
棚
倉
町
同

等
の
金
額
と
し
た
。

子
育
て
・
教
育

乳
幼
児
子
育
て
用
品
購
入
補
助

月
額
２
５
０
０
０
円
は
棚
倉
町
同
等
の
補
助

福
祉
・
医
療

　
　

商
工
振
興
活
動
事
業

補
助
金
は
、
商
工
会
へ
の

指
導
や
新
し
い
事
業
創
出

な
ど
を
考
え
た
前
向
き
な

予
算
計
上
な
の
か
。

　
　

商
工
会
青
年
部
と
の

協
議
を
行
い
な
が
ら
、
商

店
街
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

町
と
し
て
も
指
導
し
て
い

き
た
い
。

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

指
定
管
理
委
託
料
の
算
出

根
拠
は
。

　
　

今
回
２
５
０
０
万
計

上
し
て
い
る
が
、
施
設
管

理
委
託
が
メ
イ
ン
で
、
施

設
に
係
る
電
気
料
や
燃
料

費
が
昨
年
度
４
２
０
０
万

円
で
あ
り
、
そ
の
60
％
分

と
し
て
算
出
し
た
。

　
　

町
の
財
政
支
援
の
考

え
方
は
。

　
　

補
助
金
名
目
で
は
な

く
、
最
低
限
の
施
設
管
理

を
し
て
も
ら
う
管
理
料

で
、
総
務
省
通
知
の
考
え

方
に
沿
っ
た
公
的
支
援
で

あ
る
。

　
　

防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の

整
備
は
ど
の
よ
う
な
計
画

か
。

　
　

塙
小
学
校
近
く
の
久

慈
川
河
川
敷
を
ヘ
リ
ポ
ー

ト
用
に
一
部
舗
装
整
備
す

る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
型

式
が
変
更
と
な
り
、
現
状

の
草
地
へ
の
着
陸
は
不
安

定
に
な
る
た
め
。

　
　

久
慈
川
増
水
時
へ
の

対
応
は
。

　
　

予
定
地
は
河
川
形
状

か
ら
さ
ほ
ど
影
響
は
な
い

が
、
浸
食
さ
れ
な
い
よ
う

設
計
す
る
。

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
指
定
管
理
委
託
料

施
設
管
理
委
託
が
メ
イ
ン
で
２
５
０
０
万
円
計
上

タ
ク
シ
ー
補
助
事
業
実
証
運
行
補
助
金

町
内
全
域
を
対
象
に
実
施

　
　

タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

実
証
運
行
補
助
金
の
内
容

は
。

　
　

塙
町
内
全
域
を
対
象

と
し
、
65
歳
以
上
の
方

１
３
０
０
人
程
度
を
想
定

し
予
算
化
し
た
。
実
施
方

法
は
町
か
ら
発
行
す
る
チ

ケ
ッ
ト
を
使
用
し
、
運
賃

８
０
０
円
以
上
を
超
え
た

分
補
助
す
る
。

　
　

対
象
者
を
ど
の
よ
う

に
設
定
し
た
の
か
。

　
　

65
歳
以
上
の
方
や
、

障
害
の
あ
る
方
、
運
転
免

許
返
納
者
も
対
象
と
す

る
。

　
　

新
年
度
の
国
土
調
査

事
業
の
詳
細
は
。

　
　

川
上
（
繕
～
梅
ケ
久

保
）、
湯
岐
（
県
道
高
萩

塙
線
沿
い
）、
片
貝
（
国

道
３
４
９
号
線
沿
い
）
の

３
地
区
を
計
画
。
主
な
財

源
は
過
疎
債
や
社
会
資
本

円
滑
化
地
籍
事
業
は
塙
町

は
県
内
初
の
先
進
事
例
と

な
る
。
今
後
の
地
籍
調
査

は
面
的
に
も
行
う
が
、
特

に
未
改
良
路
線
や
整
備
が

必
要
な
道
路
周
辺
を
進
め

る
方
向
に
転
換
す
る
。

地
籍
調
査
事
業

県
内
初
の
事
業
を
活
用
し
て
行
う

　
　

児
童
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
の
詳
細
は
。

　
　

塙
小
学
校
に
児
童
用

25
台
、
児
童
と
教
員
兼
用

５
台
。
笹
原
小
学
校
に
児

童
用
19
台
、
児
童
教
員
兼

用
１
台
の
合
計
50
台
を
導

入
す
る
。

　
　

高
学
年
児
童
か
ら
レ

ク
チ
ャ
ー
す
る
場
を
検
討

し
て
み
て
は
。

　
　

子
ど
も
同
士
で
教
え

合
う
こ
と
も
検
討
し
た

い
。

児
童
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

町
内
小
学
校
に
合
計
50
台
導
入

　
　

高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
調
査
委
託
料
の
内

容
は
。

　
　

現
在
の
高
齢
者
対
策

地
域
支
援
関
係
の
形
態
が

変
化
し
て
き
て
お
り
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
と
い
う

観
点
か
ら
、
空
き
家
活
用

を
含
め
て
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

高
齢
者
が
集
い
通

え
、
冬
期
間
居
住
で
き
る

場
所
を
他
市
町
村
の
事
例

か
ら
、
多
目
的
な
住
宅
を

考
え
て
い
る
が
、
運
営
形

態
や
高
度
な
専
門
性
が
必

要
と
な
る
た
め
調
査
費
を

計
上
し
た
。

高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
調
査
委
託
料

高
度
な
専
門
性
が
必
要
で
あ
り
調
査
費
を
予
算
計
上

　
　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
改
修

工
事
の
経
緯
や
内
容
は
。

　
　

利
用
者
よ
り
水
温
が

低
い
と
の
声
が
あ
り
、
鉄

骨
屋
根
で
覆
う
計
画
を
し

た
が
、
費
用
の
面
か
ら
断

念
し
た
。
現
状
で
は
ボ
イ

ラ
ー
設
置
で
対
応
す
る
。 　

　

工
事
期
間
は
ど
の
く

ら
い
か
。

　
　

平
成
31
年
９
月
ご
ろ

工
事
開
始
し
、
約
半
年
後

に
完
成
見
込
み
。
こ
れ
に

よ
り
来
年
度
か
ら
プ
ー
ル

利
用
期
間
が
約
１
カ
月
延

長
で
き
る
。

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
改
修
工
事

水
温
ア
ッ
プ
の
た
め
工
事
実
施

　
　

ユ
ー
ス
プ
レ
イ
ス
自

立
支
援
事
業
の
詳
細
は
。

　
　

事
業
目
的
は
、
ひ
き

こ
も
り
、
ニ
ー
ト
な
ど
社

会
生
活
を
円
滑
に
営
む
上

で
困
難
な
若
者
に
対
し

て
、
居
場
所
を
提
供
す
る

事
業
。
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
、
社
会
性
を
身

に
付
け
さ
せ
就
労
意
欲
を

高
め
て
自
立
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。
塙
町
在
住

の
利
用
者
が
参
加
す
る
た

め
の
費
用
と
し
て
１
人
あ

た
り
10
万
円
の
負
担
金
と

な
る
。

ユ
ー
ス
プ
レ
イ
ス
自
立
支
援
事
業

１
人
あ
た
り
10
万
円
を
町
が
負
担

塙町のふるさと納税カタログ

久慈川河川敷のヘリポート整備予定地

B&G 水泳大会のようす

質答

質答

質答

質答

質答

質

答

質答

質答

質答

質答質答

質答

質答

質答

質答

質答

質答
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脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業

の
詳
細
に
つ
い
て
。

　
　

国
保
の
脳
ド
ッ
ク
受

診
要
項
に
基
づ
き
実
施
す

る
。
健
康
な
生
活
を
目
指

し
、
早
期
発
見
早
期
治
療

を
す
る
こ
と
で
、
医
療
費

の
抑
制
を
目
指
す
。

　

国
保
加
入
者
で
51
歳
、

41
歳
に
な
る
方
を
対
象
に

実
施
し
、
町
が
９
０
０
０

円
を
助
成
。
10
月
か
ら
２

月
ま
で
の
期
間
で
行
う
。

国
民
健
康
保
険

脳
ド
ッ
ク
助
成
で
早
期
発
見
・
早
期
治
療

 

特
別
会
計

上
水
道
事
業

値
上
げ
は
内
容
を
町
民
に
説
明
し
た
後
に

　
　

上
下
水
道
委
員
会
か

ら
値
上
げ
の
答
申
を
受
け

て
の
対
応
は
。

　
　

基
本
的
に
は
答
申
に

沿
っ
て
値
上
げ
と
な
る
が
、

町
民
の
理
解
や
議
会
か
ら

の
意
見
を
参
考
に
、
そ
の

後
の
実
施
と
な
る
。
実
行

し
な
い
の
で
は
な
く
、
町
と

し
て
理
解
を
い
た
だ
く
べ
く

値
上
げ
を
検
討
し
て
い
る

段
階
。

介
護
保
険

ニ
ー
ズ
調
査
に
よ
り
介
護
計
画
策
定

　
　

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

ズ
調
査
業
務
委
託
料
と
は
。

　
　

次
回
介
護
保
険
事
業

計
画
策
定
の
た
め
、
日
常

生
活
圏
域
に
お
け
る
町
民

や
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
い
、
身
体
的
、
環
境

的
な
項
目
に
よ
り
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
分
析
す
る
。 　

　

災
害
等
の
発
生
時
に

活
用
で
き
な
い
の
か
。

　
　

町
は
要
支
援
者
の
名

簿
を
本
人
や
家
族
の
同
意

を
得
て
作
成
を
し
て
お

り
、
活
用
可
能
で
あ
る
。

　
　

川
上
地
区
農
業
集
落

排
水
加
入
促
進
委
員
会
の

活
動
状
況
や
加
入
実
績

は
。

　
　

現
在
50
％
の
加
入
率

で
促
進
が
ま
だ
必
要
で
あ

る
。
合
併
浄
化
槽
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
る
が
他
地
区

で
は
加
入
率
90
％
台
で
、

70
％
ま
で
が
委
員
会
の
到

達
目
標
で
あ
り
、
加
入
促

進
を
委
員
と
共
に
行
い
た

い
。

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

加
入
促
進
を
委
員
と
共
に
行
う

質答

　
　

下
水
道
事
業
早
期
加

入
者
奨
励
補
助
金
と
は
何

か
。

　
　

受
益
者
が
下
水
道
エ

リ
ア
で
新
た
に
加
入
し
、

一
括
納
入
し
た
場
合
の
補

助
で
あ
る
。
１
年
以
内
に

加
入
金
を
納
入
し
た
方

や
、
早
期
納
入
し
た
方
へ

の
奨
励
補
助
と
な
っ
て
い

る
。

公
共
下
水
道
事
業

早
期
納
入
者
へ
の
奨
励
補
助
実
施

質

答

質

答

　
　

大
型
発
電
機
借
上
げ

料
と
無
線
電
波
利
用
料
と

は
何
か
。

　
　

道
の
駅
近
く
の
ポ
ン

プ
場
で
大
型
発
電
機
を
災

害
時
に
使
用
す
る
。
無
線

機
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設

で
使
用
す
る
。

公
共
下
水
道
事
業

災
害
等
の
緊
急
時
に
使
用

質

答

質答質答

質答

農業集落排水地区別接続率（平成 29 年度末）

地区 川上 台宿 北野 伊香

加入人口 260 1,146 399 428

定住人口 550 1,162 441 471

接続率 52.0% 98.6% 90.5% 90.9%
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月
定
例
会
は
、
３
月
６
日

　
　

（
水
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
の

10
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
町
長
か
ら
平
成
31
年
度

行
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
施
政
方

針
の
表
明
。
新
年
度
一
般
会
計
を

は
じ
め
６
会
計
の
当
初
予
算
と
、

平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
湯
遊
ラ

ン
ド
は
な
わ
指
定
管
理
者
の
指
定

や
塙
町
立
図
書
館
基
金
条
例
の
制

定
な
ど
、
36
議
案
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

 

ま
た
最
終
日
に
は
、
追
加
議
案

と
し
て
町
道
路
線
変
更
１
件
と
人

事
案
件
３
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
ち

ら
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
な
お
、
一
般
質
問
は
２
日
間

に
わ
た
り
行
わ
れ
、
10
人
の
議
員

が
町
政
を
質
し
ま
し
た
。

３ ３月

定 例 会 の
あ ら ま し

　

当
初
予
算
は
、
全
て
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
質
疑

を
行
っ
た
た
め
、本
会
議
で
は
討
論
及
び
採
決
と
な
る
（
質

疑
詳
細
は
４
か
ら
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

平
成
平
成
3131
年
度
一
般
会
計
予
算

年
度
一
般
会
計
予
算

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

㈱
塙
町
振
興
公
社
が
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
指
定
管
理
へ

待
っ
た
な
し
経
営
健
全
化

待
っ
た
な
し
経
営
健
全
化

待
っ
た
な
し
経
営
健
全
化

　

補
助
費
等
の
増
加
で
調
和
と
均
衡
が

と
れ
て
い
な
い
。
㈱
塙
町
振
興
公
社
へ

の
指
定
管
理
料
は
、
議
会
に
説
明
責
任

を
果
た
し
た
後
の
予
算
計
上
と
す
べ

き
。

吉
田

克
則

議
員

調
和
と
均
衡
が
と
れ
た
予
算
を

　

示
さ
れ
た
予
算
案
は
、
新
規
事
業
や

重
点
事
業
10
件
も
含
ま
れ
て
お
り
、
平

成
31
年
度
も
事
業
を
進
め
て
頂
き
た
い

　
　
　
　
　

た
め
賛
成
と
し
た
い
。

吉
田
広
明
議
員

新
年
度
も
事
業
継
続
を

討
論

採　決　結　果

議案第 30 号
平成 31 年度塙町一般会計予算

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁
　

光

吉
田
克
則

鈴
木
　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

原案可決（賛成 10：反対３） ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

○：賛成、●：反対　　※なお議長（大縄武夫）は採決に加わらない

反
対

賛
成



　

故
人
の
遺
言
に
よ
り
遺

贈
を
受
け
た
１
０
０
０
万

円
を
原
資
と
し
て
、
図
書

館
整
備
の
た
め
の
基
金
を

創
設
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
が
、
今
年
10
月
に

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

条
例
の
改
正
。

　
　

本
条
例
で
は
宿
泊
料

　
　

金
等
を
定
め
て
徴
収

し
て
い
る
消
費
税
を
ど
う

納
付
し
て
い
る
の
か
。

　
　

決
算
終
了
後
に
㈱
塙

　
　

町
振
興
公
社
が
行
っ

て
い
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

平
成
26
年
か
ら
５
年
間

の
指
定
管
理
が
終
了
す
る

事
に
伴
い
、
新
た
な
指
定

管
理
者
の
募
集
及
び
選
考

を
行
っ
た
結
果
、
㈱
塙
町

振
興
公
社
を
指
定
管
理
者

と
す
る
も
の
。
指
定
管
理

期
間
は
平
成
31
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
36
年
３
月
31

日
。

　
　

指
定
管
理
者
公
募
手

　
　

続
き
の
経
過
は
。

　
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

等
で
公
告
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
募
集
期
間
内
に

㈱
塙
町
振
興
公
社
か
ら
の

み
申
請
が
あ
り
選
考
を

行
っ
た
。
本
議
案
は
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
議
会
承

認
で
あ
る
。

　
　

経
営
面
で
の
審
査
は

　
　

行
っ
た
の
か
。

　
　

国
税
、
県
税
及
び
町

　
　

税
を
滞
納
し
て
い
な

い
点
や
、
会
社
更
生
法
及

び
民
事
再
生
法
に
基
づ
く

手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い

か
審
査
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議
案
審
議

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

設
置
条
例
の
一
部
改
正

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

　

指
定
管
理
者
の
指
定

QQＡＡ

塙
町
立
図
書
館

　
　
　

基
金
条
例
制
定

　

３
月
定
例
会
最
終
日
３
月
15

日（
金
）の
会
議
冒
頭
、
小
林
議

員
よ
り
緊
急
質
問
の
動
議
が
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
質
問
を
許

可
し
ま
し
た
。

　
　

こ
ど
も
園
建
設
工
事
の
下

　
　

請
け
業
者
に
、
町
内
の
業

者
は
携
わ
っ
て
い
る
の
か
。
過

去
塙
中
学
校
の
新
築
工
事
で
も

町
内
業
者
が
木
工
工
事
を
請
け

負
っ
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
な

大
き
な
工
事
に
関
わ
っ
て
い
な

い
と
な
る
と
大
き
な
問
題
で
あ

る
。

　
　

は
な
わ
こ
ど
も
園
建
設
は
、

　
　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
請
負
業
者
を
決
定
し

た
。
そ
の
要
項
に
も
「
塙
町
内

の
業
者
を
優
先
活
用
」
す
る
努

力
義
務
を
明
示
し
て
い
る
。
個

人
的
に
は
地
域
活
性
化
と
し
て

町
内
業
者
が
下
請
け
と
し
て
携

わ
っ
て
欲
し
い
が
、
関
係
法
令

に
則
っ
て
施
工
さ
れ
て
い
る
た

め
、
下
請
け
業
者
の
強
制
は
で

き
な
い
。

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

副
町
長

佐さ
と
う藤

　

要よ
う
い
ち一

氏
（
常
世
北
野
）

監
査
委
員

金か
な
ざ
わ澤

　

忠た
だ
よ
し良

氏
（
植
田
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

生う
ぶ
か
た方

　

光こ
う
め
い明

氏
（
常
世
北
野
）

全
会
一
致
で
同
意

全
会
一
致
で
同
意

全
会
一
致
で
同
意

議　案　の　審　議　結　果

議案第1号 塙町立図書館基金条例の制定 故人の遺贈金を図書館整備のための基金を創設し管理する

原

案

可

決

議案第2号 塙町農道及び林道管理条例の制定 農道及び林道の工事及び占用等の明確化と維持管理規定の明記

議案第3号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正 職員の超過勤務時間を、条例以外に規則で定められるようにする

議案第4号 塙町福祉基金条例の一部改正 基金取り崩し制限を廃止し、高齢者福祉の増進目的事業に充当する

議案第5号 塙町立あぶくま高原美術館条例の一部改正 美術館観覧料を無料化する

議案第6号 塙町ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部改正 上位法改正に伴う町条例の改正

議案第7号 災害弔慰金支給に関する条例の一部改正 上位法改正に伴う町条例の改正

議案第8号 湯遊ランドはなわ設置条例の一部改正 消費税増税に備えた条例の改正

議案第9号 塙町農業集落排水処理事業排水処理条例の一部改正 消費税増税に備えた条例の改正

議案第10号 塙町公共物管理条例の一部改正 公共物の定義整理や占用等の許可、占用者の義務等を規定

議案第11号 塙町下水道条例の一部改正 消費税増税に備えた条例の改正

議案第12号 塙町上水道事業給水条例の一部改正 消費税増税に備えた条例の改正

議案第13号 塙町復興基金条例を廃止する条例制定 平成30年度中に基金全額を取り崩したための基金条例廃止

議案第14号 財産区管理会条例を廃止する条例制定 部分林組合や財産区管理会委員任期終了に伴う条例廃止

議案第15号 塙町辺地総合整備計画の変更 新年度実施事業への起債充当を可能にする計画の変更

議案第16号 塙町過疎地域自立促進計画の変更 新年度実施事業への起債充当を可能にする計画の変更

議案第17号 湯遊ランドはなわ指定管理者の指定 公の施設を管理する指定管理者の指定

議案第18号 塙町多目的交流施設指定管理者の指定 公の施設を管理する指定管理者の指定

議案第19号 塙町地域資源活用総合交流促進施設指定管理者の指定 公の施設を管理する指定管理者の指定

議案第20号 地域集会施設指定管理者の指定 公の施設を管理する指定管理者の指定

議案第21号 町道の路線認定 新設町道及び既存の農道を町道として認定

議案第22号 町道の路線変更 さくらタウン末広へ既存町道を延長

議案第23号 平成30年度塙町一般会計補正予算（第5号） 年度末事業確定による減額補正（▲1億2,643万円）

議案第24号 平成30年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 年度末事業確定による減額補正（▲5,117万円）

議案第25号 平成30年度塙町笹原財産区特別会計補正予算（第1号） 年度末事業確定による減額補正（▲6万円）

議案第26号 平成30年度塙町農業集落排水処理事業特別会計補正予算（第4号） 年度末事業確定による減額補正（▲14万円）

議案第27号 平成30年度塙町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号） 年度末事業確定による減額補正（▲903万円）

議案第28号 平成30年度塙町介護保険特別会計補正予算（第3号） 年度末事業確定による減額補正（▲664万円）

議案第29号 平成30年度塙町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 年度末事業確定による減額補正（▲23万円）

議案第30号 平成31年度塙町一般会計予算

3月13日（水）及び14日（木）
予算決算常任委員会審議により
原案を可決すべきものとした
※審議内容は4～6ページに掲載

議案第31号 平成31年度塙町国民健康保険特別会計予算

議案第32号 平成31年度塙町農業集落排水処理事業特別会計予算

議案第33号 平成31年度塙町公共下水道事業特別会計予算

議案第34号 平成31年度塙町介護保険特別会計予算

議案第35号 平成31年度塙町後期高齢者医療特別会計予算

議案第36号 平成31年度塙町上水道事業会計予算

議案第37号 町道の路線変更 既存町道の起点変更

同意第1号 副町長の選任について 副町長の選任（新任）

同意第2号 監査委員の選任について 監査委員の選任（新任）

同意第3号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 固定資産評価審査委員会委員の選任（再任）

は
な
わ
こ
ど
も
園

　
　
　

建
設
工
事
に
つ
い
て

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日

か
ら
４
年
間

任
期
は
平
成
31
年
３
月
26
日

か
ら
４
年
間

任
期
は
平
成
31
年
３
月
18
日

か
ら
３
年
間

塙町議会だより第 146 号　89　塙町議会だより第 146 号

発議第 23 号
平成 30 年度塙町一般会計

補正予算（第 5 号）

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁
　

光

吉
田
克
則

鈴
木
　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

原案可決（賛成９：反対４） ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ―

○：賛成、●：反対　　※なお議長（大縄武夫）は採決に加わらない

平
成
平
成
3030
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
30
年
度
末
に
な
り
、
各
種
事
業
額
確
定
に
伴
う

予
算
減
額
と
、
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
施
設
管
理
費
の
増

額
の
結
果
、
全
体
で
１
億
２
６
４
３
万
円
減
額
補
正
と

な
っ
た
。

　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
の
経
営
が
改
善
さ
れ
な
い

の
は
、
社
長
な
ど
の
職
務
怠
慢
で
人
災
だ
。
町
民

の
健
康
増
進
や
観
光
目
的
の
施
設
で
は
あ
る
が
、

議
会
へ
の
経
過
説
明
不
足
や
、
経
営
健
全
化
計
画

の
提
出
前
で
あ
り
、
血
税
投
入
は
避
け
る
べ
き
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
反
対
討
論
）

鈴
木
安
次
議
員

　
　

経
営
健
全
化
計
画
を

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

が
策
定
し
提
出
し
た
の

か
。

　
　

具
体
的
な
指
導
を
し

　
　

つ
つ
、
早
急
に
計
画

策
定
さ
せ
る
。

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

　
　

施
設
管
理
費
の
増
額

補
正
は
、
赤
字
補
て
ん
の

帳
尻
合
わ
せ
で
は
。

　
　

寄
付
金
を
い
た
だ

　
　

き
、
環
境
改
善
分
と

し
て
緊
急
に
支
出
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
震

災
に
よ
る
減
収
分
に
つ
い

て
は
、
全
員
協
議
会
で
説

明
を
行
っ
た
が
、
経
営
努

力
を
し
つ
つ
も
経
費
が
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で

あ
る
。

　
　

湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ

　
　

周
辺
に
設
置
予
定
の

天
体
望
遠
鏡
の
詳
細
は
。

　
　

白
河
市
在
住
の
個
人

　
　

よ
り
寄
付
の
申
し
出

が
あ
っ
た
。
移
設
費
用
は

約
２
０
０
万
円
で
寄
付
者

が
土
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

観
測
指
導
を
行
っ
て
も
ら

え
る
予
定
。

QQ

ＡＡ

ＡＡ

QQＡＡ

減
収
は
人
災
で
あ
り
血
税
投
入
は
避
け
る
べ
き

ＡＡ QQQQ

QQＡＡ

採　決　結　果

緊
急
質
問

緊
急
質
問

緊
急
質
問

　

動
議
…
主
に
本
会
議
や
委
員
会
の

進
行
や
審
議
手
続
き
に
関
し
、
議
員

か
ら
出
さ
れ
る
提
案
の
こ
と
。
動
議

を
認
め
る
か
は
、
本
会
議
や
委
員
会

の
議
決
を
経
る
こ
と
が
必
要
。

QQＡＡ

頭
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
？

？

　

指
定
管
理
者
制
度
：
指

定
し
た
団
体
に
公
の
施
設

の
管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
制
度

？

湯
遊指
？



　
　
　

県
か
ら
の
説
明
は

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

12
月
21
日
と
１
月

31
日
に
県
教
育
庁
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。

　
　
　

今
後
の
対
応
策

は
。

　
　
　

現
在
町
民
に
存
続

に
向
け
た
署
名
を
お
願
い

し
て
い
る
。

　
　
　

郡
内
が
一
つ
に

な
っ
て
要
望
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
　

郡
内
町
村
長
の
間

で
も
同
じ
思
い
が
あ
る
と

い
う
事
で
、
町
村
会
は
も

ち
ろ
ん
同
窓
会
や
各
企
業

の
方
も
署
名
活
動
を
し
て

い
る
。

　
　
　

早
い
時
期
に
要
望

書
を
出
す
べ
き
と
思
う

が
、
今
後
の
予
定
は
。

　
　
　

４
月
上
旬
に
は
、

知
事
と
県
教
育
長
に
要
望

し
た
い
。

　
　
　

塙
工
高
卒
業
生
の

県
内
へ
の
就
職
は
ど
の
く

ら
い
か
。

　
　
　

約
70
％
以
上
が
県

内
に
就
職
し
て
い
る
。

　
　
　

多
く
の
卒
業
生
が

県
内
に
就
職
し
て
い
る
。

各
企
業
に
と
っ
て
も
深
刻

な
問
題
だ
。
議
会
も
町
と

力
を
合
わ
せ
て
存
続
に
向

け
て
活
動
し
て
行
く
必
要

が
あ
る
。
議
長
会
で
も
ぜ

ひ
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
　

塙
工
高
を
存
続
し

て
い
く
よ
う
に
、
力
を
入

れ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

投
票
率
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
交
通
弱
者
に

対
し
て
何
ら
か
の
対
策
を

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

何
か
方
法
は
な
い
の
か
。

　
　
　

な
か
な
か
難
し
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
被
災

地
で
は
移
動
期
日
前
投
票

所
を
実
施
し
て
み
た
が
、

公
平
性
や
人
件
費
な
ど
の

問
題
も
あ
る
。
近
隣
の
市

町
村
の
様
子
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

町や企業、そして子供達

のために必ず存続しなけ

ればならない

藤
ふじた

田　一
かずお

男議員

交通難民対策について

難しいのが現状である

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
町
長
な
ど
に
対
し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
質
問
登
壇

議
員
自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
割
貝
議

員
が
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一般質問 町政を問う町政を問う町政を問う

議 員 名 質　　問　　事　　項 ページ

藤
ふじた

田　一
かずお

男
１　塙工高存続問題
２　交通難民対策

P11

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明
１　食育・幼児保育　　　３　はなわこども園
２　子育て関連 P12

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次
１　敬老会開催　　　　　３　塙工高存続問題
２　役場西側駐車場 P13

鈴
すずき

木　　茂
しげる １　塙工高統合廃止　　　３　観光力アップ

２　農業振興政策 P14

下
しもじゅう

重　義
よしと

人
１　こども園環境整備　　３　道路整備事業
２　水道事業民間委託 P15

七
ななみや

宮　広
ひろき

樹
１　羽黒山環境整備　　　３　行政改革関連
２　ボランティア教育 P16

吉
よしだ

田　克
かつのり

則
１　町長の町政姿勢　　　３　法令遵守体制
２　旧常小跡地利用 P17

青
あおと

砥　與
ようぞう

藏
１　イノシシ対策　　　　３　旧常小跡地利用
２　町事業 PDCA　　　　４　デマンド交通ほか P18

高
こうえん

縁　　光
ひかる １　国保滞納関連　　　　３　太陽光パネル対応

２　塙工高再編問題　　　４　タクシー利用助成 P19

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

塙
工
高
の
閉
校
統
廃
合
問
題
は

存
続
に
向
け
て
要
望
活
動
を
し
て
い
く

塙工高存続関連の署名

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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町内産の夏野菜を冷凍保存し冬場に使って欲しい
道の駅の大型冷凍庫があり検討する

吉
よしだ

田　広
ひろあき

明議員

　
　
　

映
画
「
い
た
だ
き

ま
す
」
を
見
て
、
発
酵
食

品
を
主
に
学
校
給
食
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
思
う
の
で
、
感
想
な
ど

を
伺
う
。

　
　
　

食
を
通
し
て
地
域

の
実
践
や
、
５
歳
園
児
が

４
歳
園
児
に
み
そ
作
り
を

伝
授
し
て
い
る
所
、
園
長

先
生
の
食
に
関
す
る
考
え

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。「
医

食
同
源
」
で
、
食
事
の
中

身
や
献
立
や
全
て
に
興
味

を
感
じ
た
。
町
と
し
て
今

後
検
証
し
て
行
き
た
い
。

ま
た
、
夏
野
菜
を
一
時
冷

凍
加
工
し
冬
場
に
使
か
え

る
よ
う
に
、
道
の
駅
の
大

型
冷
凍
庫
で
対
応
が
可
能

か
検
討
す
る
。

　
　
　

食
生
活
が
乱
れ
生

活
習
慣
病
が
増
加
し
て
い

る
。
学
校
給
食
に
有
機
栽

培
の
米
や
野
菜
の
導
入
、

食
料
の
安
全
性
と
安
定
供

給
体
制
を
確
立
す
る
都
市

の
宣
言
、
飲
食
店
に
認
証

制
度
を
創
設
し
地
元
食
材

を
積
極
的
に
使
う
制
度
、

自
然
栽
培
用
農
地
確
保
を

目
的
に
荒
廃
地
整
備
の
作

業
機
械
を
借
り
上
げ
支
援

し
移
住
定
住
に
繋
げ
て
い

る
制
度
な
ど
、
様
々
な
自

治
体
事
例
も
あ
る
が
認
識

を
伺
う
。

　
　
　

愛
媛
県
今
治
市
で

は
、
食
と
農
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
が
制
定
さ
れ
、
安

全
な
食
べ
物
の
生
産
技
術

を
確
立
し
、
学
校
給
食
等

の
充
実
を
図
り
、
食
べ
物

と
農
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
地
域
農
業
の
振
興

と
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
小
学
校

の
学
校
農
園
で
は
、
有
機

認
証
を
取
得
し
て
収
穫
し

た
も
の
を
学
校
給
食
に
取

り
入
れ
て
い
る
学
校
も
あ

り
、
食
育
モ
デ
ル
事
業
で

は
、
食
を
見
分
け
調
理
や

生
活
習
慣
に
な
ら
な
い
技

を
学
ん
で
い
る
事
例
な
ど

が
あ
る
。

敬
老
会
廃
止
に
あ
た
っ
て
行
政
区
長
会
と
の
協
議
は

平
成
29
年
の
行
政
区
長
会
で
説
明
し
た

　
　
　

行
政
区
長
と
の
協

議
は
。

　
　
　

平
成
29
年
度
最
初

の
行
政
区
長
会
で
説
明
し

た
。

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
時
期
は
。

　
　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
な
く
、
事
前
調
査
を
し

た
。

　
　
　

敬
老
会
を
実
施
で

き
な
い
行
政
区
の
扱
い

は
。

　
　
　

担
当
課
と
相
談
し

て
決
め
る
。

　
　
　

金
婚
夫
婦
の
お
祝

は
。

　
　
　

出
身
行
政
区
敬
老

会
の
時
で
は
ど
う
か
。

　
　
　

敬
老
会
を
や
ら
な

い
判
断
を
し
た
行
政
区

は
。

　
　
　

そ
の
よ
う
な
判
断

は
想
定
外
で
あ
っ
た
。

　
　
　

塙
町
を
四
方
部
に

分
け
て
敬
老
会
を
実
施
で

き
な
い
か
。

　
　
　

理
想
的
だ
が
行
政

区
主
体
で
お
願
い
し
た

い
。

塙町が消滅する前に

鈴
すずき

木　安
やすつぐ

次議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　

乳
児
子
育
て
用
品
・

購
入
補
助
事
業
の
実
施
時
期

と
、
購
入
品
目
や
購
入
先
に

限
定
が
あ
る
の
か
。

　
　
　

平
成
31
年
度
の
新

規
事
業
と
し
て
、
予
算

３
６
０
万
を
計
上
し
た
。

２
歳
未
満
の
乳
幼
児
を
対

象
に
、
１
人
当
た
り
月
額

２
５
０
０
円
を
補
助
す
る
。

紙
オ
ム
ツ
等
関
連
用
品
、
粉

ミ
ル
ク
等
授
乳
関
連
用
品

で
、
購
入
先
は
町
内
の
商
店

等
の
申
し
込
み
に
よ
り
町
が

指
定
し
、
条
件
が
整
い
次
第

早
い
段
階
で
実
施
し
た
い
。

一人当たり月額 2,500 円の
補助を実施する

紙オムツや粉ミルクの
補助事業の実施はいつから

　
　
　

年
間
40
人
前
後
の

出
生
数
で
は
、
将
来
の
中

学
校
の
ク
ラ
ス
編
成
に
も

影
響
し
、
１
学
年
１
ク
ラ

ス
に
な
る
可
能
性
も
あ

り
、
急
激
に
減
少
し
て
い

る
。
子
供
を
増
や
す
政
策

を
打
ち
出
し
、
様
々
な
取

り
組
み
と
課
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

は
な
わ
こ
ど
も
園
の
開
設

に
向
け
て
準
備
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
　

園
長
以
下
、
関
係

職
員
組
織
で
教
育
委
員
会

に
準
備
室
を
設
置
す
る
。

最
近
の
出
生
数
は

年
間
40
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る

来
年
４
月
開
園
に
む
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る

　
　
　

役
場
西
側
駐
車
場

は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し

た
の
か
。

　
　
　

駐
車
場
が
狭
い
の

で
事
務
方
で
検
討
し
た
。

　
　
　

保
育
園
の
跡
地
が

空
く
の
で
は
。

　
　
　

私
は
係
わ
っ
て
い

な
い
。

　
　
　

保
育
園
の
跡
地
が

最
適
で
は
。

　
　
　

借
地
な
の
で
当
初

か
ら
外
し
た
。

　
　
　

借
地
を
更
地
に
し

て
持
ち
主
に
返
す
こ
と
に

変
更
は
な
い
の
か
。

　
　
　

契
約
が
残
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
。

役
場
西
側
駐
車
場
は
ど
の
よ
う
に
検
討

町
長
は
係
わ
っ
て
い
な
い
。
事
務
方
で
検
討

　
　
　

県
立
高
校
の
再
編
計
画

を
、
町
長
は
い
つ
知
っ
た
の
か
。

　
　
　

12
月
21
日
の
基
本
計
画
の

中
で
説
明
さ
れ
た
。

　
　
　

そ
の
後
の
町
の
動
き
は
。

　
　
　

２
月
14
日
に
活
性
化
協
議

会
を
開
催
し
た
。

　
　
　

署
名
活
動
以
外
の
働
き
か

け
は
。

　
　
　

町
村
会
の
首
長
名
で
要
望

活
動
す
る
。

　
　
　

活
性
化
協
議
会
で
の
協
議

内
容
は
。

　
　
　

各
企
業
に
働
き
か
け
を
し

て
、
反
対
運
動
を
展
開
す
る
。

　
　
　

署
名
活
動
は
遅
き
に
失
し

た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

２
月
８
日
の
発
表
を
受
け

て
署
名
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　
　
　

存
続
活
動
と
並
行
し
て
、

統
合
後
林
業
者
の
育
成
機
関
を
構

築
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　
　

外
国
人
技
能
実
習
生
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
日
本
語
学
校
を

国
や
県
等
に
働
き
か
け
は
。

　
　
　

全
く
頭
に
浮
か
ん
で
こ
な

い
。

12 月 21日の基本計画の
中で説明された

塙工高の再編計画を
いつ知ったのか

おむすび作り風景

整備された役場西側駐車場

国が積極的に子育て支援を
しなければ国も滅びる
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

人間は考える葦
あし

である

下
しもじゅう

重　義
よしと

人議員

先人が私財を投げうって
造った学校を無くしてはならない

鈴
すずき

木　茂
しげる

議員

　
　
　

水
道
事
業
の
広
域

化
や
、
民
間
へ
の
運
営
委

託
を
進
め
る
改
正
水
道
法

の
導
入
は
。

　
　
　

共
同
委
託
が
可
能

な
業
務
を
検
討
し
、
改
善

や
効
率
化
に
取
り
組
む
と

し
て
い
る
が
、
塙
町
の
よ

う
な
小
規
模
な
事
業
体
で

は
、
運
営
権
を
民
間
企
業

へ
任
せ
る
の
は
難
し
い
と

判
断
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
水
道
料
金
の

改
定
は
避
け
ら
れ
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　

塙
町
上
水
道
事
業

経
営
戦
略
を
策
定
し
、
皆

様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら

料
金
見
直
し
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

　
　
　

民
間
委
託
で
な

く
、
水
道
法
の
柱
の
一
つ

で
あ
る
自
治
体
間
の
広
域

連
携
を
検
討
し
て
い
く
考

え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　

近
隣
の
町
村
と
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
と
い
う
の
も
一

つ
の
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。

改
正
水
道
法
を
導
入
し
な
い
訳
は

小
規
模
な
事
業
団
体
で
は
難
し
い

午睡用ベッド：お昼寝用マット

　
　
　

町
長
は
活
性
化
推
進

協
議
会
の
会
長
と
し
て
県
に

足
を
運
ん
だ
の
か
。

　
　
　

行
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

県
の
話
し
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

　
　
　

県
教
育
長
よ
り
統
合

の
話
し
が
あ
り
、
町
は
容
認

で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
統

合
の
疑
問
点
に
対
し
質
問
書

を
送
っ
た
。

　
　
　

質
問
書
の
内
容
は
。

　
　
　

生
徒
や
児
童
は
さ
ほ

ど
減
少
し
て
い
な
い
。
統
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
路
先

を
狭
め
な
い
か
等
で
あ
る
。

　
　
　

存
続
に
向
け
対
策
は

行
っ
て
き
た
か
。

　
　
　

学
校
の
紹
介
を
行
っ

て
き
た
。

　
　
　

茨
城
県
の
大
子
清
流

高
校
に
対
し
て
、
大
子
町
は

給
食
を
提
供
す
る
な
ど
様
々

な
支
援
を
し
て
統
合
や
廃
止

の
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
塙

工
高
に
給
食
の
提
供
は
し
な

い
の
か
。

　
　
　

下
調
べ
を
し
た
が
問

題
が
あ
っ
た
。

　
　
　

存
続
に
向
け
、
町
は

緊
急
対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
署
名
は
郡
内
の

工
場
に
も
広
げ
る
の
か
。
塙

工
高
存
続
を
あ
き
ら
め
る
の

か
。

　
　
　

決
し
て
あ
き
ら
め
な

い
。
皆
様
の
力
沿
い
を
お
願

い
し
た
い
。

町
観
光
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
伺
う

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

　
　
　

交
流
人
口
拡
大

や
、
民
泊
・
民
宿
開
業
の

た
め
の
講
習
会
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

関
係
法
令
な
ど
の

講
習
会
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　

農
泊
の
全
国
組
織

が
発
足
す
る
が
対
応
は
。 　

　
　

情
報
共
有
な
ど
の

た
め
、
参
加
す
る
方
向
で

あ
る
。

　
　
　

観
光
地
化
に
力
を

入
れ
て
い
る
団
体
等
に
支

援
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

塙
町
地
域
振
興
事

業
交
付
金
で
対
応
し
た

い
。

町
観
光
力
ア

プ
に
つ
い
て
伺
う

塙工高の記念碑

　
　
　

町
政
の
中
で
、
農

業
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　

農
業
は
基
幹
産
業

で
あ
り
、
水
田
は
水
源
か

ん
よ
う
と
し
て
大
き
な
役

割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
振
興
を
図
り
た
い
。

　
　
　

中
山
間
地
域
の
農

業
振
興
を
ど
の
よ
う
に
図

る
の
か
。

　
　
　

花
木
や
有
機
農
産

物
の
生
産
な
ど
、
地
域
に

合
っ
た
作
物
に
取
り
組
み

た
い
。

　
　
　

ア
ジ
サ
イ
の
導
入

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

ア
ジ
サ
イ
は
有
望

で
あ
り
、
町
の
振
興
作
物

委
託
事
業
を
活
用
し
て
取

り
組
み
た
い
。

中
山
間
地
農
業
の
振
興
を
ど
う
図
る

地
域
に
合
っ
た
作
物
を
考
え
た
い

中
山
間
地
農
業
の
振
興
を

図
る

母校消滅の危機を回避できるのか

諦めていない。
皆様の力沿いをお願いしたい

  

　
　

来
年
４
月
に
開
園

さ
れ
る
、
は
な
わ
こ
ど
も

園
で
の
午
睡
用
ベ
ッ
ド
の

取
り
組
み
は
。

　
　
　

午
睡
を
実
施
す
る

の
は
保
育
部
の
２
歳
児
ま

で
。
保
育
士
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
布
団
の
方
が
良
い

と
の
要
望
も
あ
り
、
今
の

と
こ
ろ
導
入
す
る
計
画
は

な
い
。

　
　
　

片
付
け
時
に
ほ
こ

り
が
立
た
ず
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
ダ
ニ

の
繁
殖
予
防
に
な
り
、
感

染
症
拡
大
防
止
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

　
　
　

布
団
と
ベ
ッ
ド
の

違
い
は
あ
る
が
、
衛
生
面

に
配
慮
す
る
。

　
　
　

午
睡
用
ベ
ッ
ド
が

実
用
化
に
な
れ
ば
、
保
育

士
や
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　
　

衛
生
管
理
に
配
慮

し
、
現
状
の
ス
タ
イ
ル
で

実
施
す
る
。

　
　
　

こ
ど
も
園
で
は
、

環
境
整
備
の
た
め
加
湿
器

や
空
気
清
浄
器
の
設
置
は

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

加
湿
器
は
、
現
在

塙
幼
稚
園
と
塙
保
育
園
で

使
用
し
て
い
る
機
器
を
設

置
す
る
。
空
気
清
浄
器
は

現
在
検
討
中
。

　
　
　

冬
期
間
の
水
温
管

理
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　

保
育
部
は
、
給
湯

室
、
調
理
室
、
沐
浴
室
、

幼
児
用
バ
ス
、
シ
ャ
ワ
ー

パ
ン
、
屋
外
水
飲
み
場
の

シ
ャ
ワ
ー
水
栓
の
２
基
。

幼
児
部
は
屋
外
水
飲
み
場

の
シ
ャ
ワ
ー
水
栓
４
基
を

計
画
し
て
い
る
。

こ
ど
も
園
で
の
午ご

す
い睡

用
ベ
ッ
ド
の
取
り
組
み
は

今
の
と
こ
ろ
計
画
は
な
い

　
　
　

ひ
と
山
伐
採
し
な
い

と
、
日
陰
解
消
に
つ
な
が
ら

な
い
場
合
の
対
応
は
。

　
　
　

沿
道
整
備
事
業
で
路

肩
か
ら
最
大
20
ｍ
。
残
り
は

森
林
整
備
事
業
の
森
林
環
境

交
付
金
で
間
伐
を
行
う
。

　
　
　

日
陰
解
消
事
業
の
実

績
は
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
10
年
間

で
合
計
１
２
６
１
万
円
。
年

平
均
２
か
所
程
度
実
施
し
て

き
た
。

　
　
　

道
路
の
安
全
性
に
も

つ
な
が
る
事
業
で
あ
り
、
推

し
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思

う
が
。

　
　
　

日
陰
解
消
だ
け
で
な

く
、
見
通
し
が
確
保
で
き
な

い
箇
所
や
倒
木
に
よ
っ
て
被

害
が
出
る
恐
れ
の
箇
所
に
も

対
応
し
、
環
境
整
備
に
努
め

る
。

　
　
　

旧
道
と
な
る
道
路
管

理
の
対
策
は
。

　
　
　

バ
イ
パ
ス
化
な
ど
の

道
路
整
備
に
よ
っ
て
、
管
理

者
が
変
わ
り
県
道
か
ら
町
道

に
な
っ
た
場
合
は
、
町
が
道

路
法
に
則
り
適
切
に
管
理
す

る
。

沿道整備事業と森林整備事業で

日陰解消につながらない時の対応は
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町
政
姿
勢
は
ガ
ラ

ス
張
り
の
町
政
運
営
が
望

ま
し
い
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
は
。
　
　
　
　

　
　
　

ガ
ラ
ス
張
り
で
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
づ
く
り
を
基
本
に

事
業
を
進
め
た
い
。

　
　
　

町
長
は
平
成
３
１

年
仕
事
始
め
式
に
お
い

て
、
株
式
会
社
塙
町
を

守
っ
て
下
さ
い
と
職
員
に

対
し
訓
示
し
た
が
。

　
　
　

町
を
会
社
に
す
る

話
で
は
な
い
。
一
丸
と

な
っ
て
守
っ
て
い
く
例
え

で
言
っ
た
。

　
　
　

多
額
の
補
助
金
及

び
指
定
管
理
委
託
料
は
、

税
金
の
二
重
交
付
に
な
ら

な
い
の
か
。
法
律
上
問
題

は
な
い
の
か
。

　
　
　

顧
問
弁
護
士
等
に

は
今
回
相
談
し
て
い
な

い
。
法
令
等
に
照
ら
し
合

わ
せ
た
結
果
、
問
題
が
無

い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　

町
長
公
用
車
の
購

入
は
「
広
報
は
な
わ
」
で

知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
何
故
お
知
ら
せ

し
な
い
の
か
。

　
　
　

今
ま
で
の
公
用
車

購
入
に
つ
い
て
、
知
ら
せ

て
い
な
か
っ
た
。
今
後
購

入
の
も
の
は
対
応
し
た
い
。

　
　
　

後
任
の
副
町
長
選

任
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
を
。

　
　
　

町
に
と
っ
て
最
善

の
人
を
選
び
た
い
。

　
　
　

宮
田
町
長
が
掲
げ

た
選
挙
公
約
履
行
は
。

　
　
　

喫
緊
の
優
先
す
る

事
業
の
準
備
を
進
め
て
き

た
。
高
齢
者
向
け
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
整
備
を
考
え
て

い
る
。
学
校
給
食
無
料

化
、
平
成
30
年
度
給
食
費

30
％
の
補
助
実
現
。

地
域
の
自
立
と
活
性

化
は
、
地
域
振
興
交

付
金
の
創
設
を
計
画

し
、
町
民
の
福
祉
を

念
頭
に
政
策
に
取
り

組
む
。
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出会いの数だけ磨かれる。
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問

　
　
　

こ
の
先
の
時
代
を
見
据

え
、
行
政
区
の
改
革
や
再
編
に

つ
い
て
も
新
区
長
に
ア
ン
ケ
ー

ト
や
聞
き
取
り
、
ま
た
次
世
代

を
担
う
若
者
の
意
見
を
聞
く
考

え
は
。

　
　
　

行
政
運
営
の
中
で
大
変

重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
で
、

実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　

近
年
の
災
害
の
影
響
で

防
災
士
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
担
当
課
長
や
消
防
団
幹
部

に
も
防
災
士
の
資
格
取
得
の
取

り
組
み
の
考
え
は
。

　
　
　

資
格
の
内
容
を
検
討

し
、
必
要
で
あ
れ
ば
組
み
入
れ

て
い
き
た
い
。

　
　
　

塙
町
商
工
会
で
は
「
外

国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入

れ
」
業
務
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
町
は
商
工
会
と
連
携
を
図

り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
都
市
と
姉
妹

都
市
や
友
好
都
市
の
提
携
を
結

び
、
町
発
展
に
つ
な
げ
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

　
　
　

町
や
商
工
会
、
ベ
ト
ナ

ム
の
都
市
と
一
本
の
線
で
つ
な

が
れ
ば
、
展
開
が
見
え
る
。
進

め
て
み
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

塙町振興公社への補助金等は
説明責任を果たすべき

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

　
　
　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
捉
え
方
と
体
制
は
。　

　
　

法
令
だ
け
で
な

く
、
社
会
的
に
求
め
ら
れ

る
倫
理
規
範
道
徳
等
全
て

遵
守
す
べ
き
も
の
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
職
員
に
示
し
、
不
正

の
防
止
に
努
め
て
い
る
。

旧常豊小学校跡地利用は

地域・町の有益な利活用

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
職
員
に
示
す

　
　
　

旧
常
豊
小
学
校
跡

地
利
用
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

小
学
校
校
舎
に
つ

い
て
は
、
地
域
や
町
に
と
っ

て
最
も
有
益
な
利
活
用
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。旧常豊小の校舎と校庭

　
　
　

昨
年
の
町
文
化
講

演
会
で
金
谷
俊
一
郎
先
生

よ
り
、
羽
黒
山
城
が
歴
史

的
に
価
値
の
高
い
史
跡
で

あ
り
、
整
備
す
れ
ば
交
流

人
口
増
加
に
つ
な
が
る
と

お
墨
付
き
を
受
け
た
が
、

今
後
の
考
え
は
。

　
　
　

町
民
が
親
し
め
る

美
し
い
里
山
整
備
の
実
現

に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　
　
　

観
光
資
源
の
詰

ま
っ
た
羽
黒
山
は
、
健
康

づ
く
り
の
好
条
件
に
も
恵

ま
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

活
用
は
。

　
　
　

歴
史
の
あ
る
山
城

を
中
心
に
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
に
な
る
よ
う
努

力
を
重
ね
て
い
く
。
　

　
　
　

東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
積
極
的
に
活
用

し
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教

育
の
考
え
は
。

　
　
　

時
期
を
見
て
、
良

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
有
効
活

用
し
て
い
く
。

　
　
　

体
験
学
習
の
一
環

と
し
て
子
供
達
を
引
率

し
、
生
徒
自
身
が
雰
囲
気

や
歓
声
の
響
き
、
ア
ス

リ
ー
ト
の
躍
動
感
、
各
国

の
声
援
な
ど
を
感
じ
取
る

教
育
は
。

　
　
　

各
小
中
学
校
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　

時代を見据えた改革を

幸せ実感の町を目指す

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
活
用
し
た
教
育
と
学
習
は

時
期
を
見
て
有
効
に
活
用
し
て
い
く

歴史的価値の高い羽黒山城の整備は

しっかり取り組んで行く

宮
田
町
長
の
町
政
姿
勢
は

ガ
ラ
ス
張
り
の
運
営
推
進

観光資源の羽黒山

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　

防
災
士
：
防
災
に
対
す
る
意

識
と
一
定
の
知
識
・
技
能
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
証
す
る

民
間
の
資
格
。

も
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
も
防防防防防防
も
防防防防防防防防防
？

？
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

決断とスピード

青
あおと

砥　與
ようぞう

蔵議員

　
　
　

旧
常
豊
小
跡
地
利

用
に
つ
い
て
は
、
期
限
を

決
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

跡
地
利
用
は
総
合

的
に
検
討
中
。
現
状
期
限

は
決
め
ら
れ
な
い
。

旧
常
豊
小
の
跡
地
利
用
は

総
合
的
に
判
断
す
る
が
、
実
施
期
限
は
決
め
な
い

　
　
　

町
支
出
の
補
助
金
の
結

果
報
告
が
な
く
、
継
続
的
な
事

業
が
多
い
と
感
じ
る
が
、
町
長

は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

事
業
の
効
率
化
を
進
め

る
た
め
、
今
後
も
検
討
す
る
。

　
　
　

近
い
将
来
、
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）な
ど
に
よ
る
社
会
の

変
革
が
起
き
、
過
去
の
成
功
モ

デ
ル
が
通
用
し
な
く
な
る
。
今

で
き
る
こ
と
は
、
実
績
の
評

価
を
蓄
積
す
る
時
期
と
思
う
が
、

事
業
評
価
を
書
き
残
す
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

庁
舎
内
で

十
分
検
討
す
る
。

イノシシの農作物被害対策は

鉄柵事業の効果は大きかった
　
　
　

イ
ノ
シ
シ
の
農
作

物
の
被
害
駆
除
対
策
に
つ

い
て
、
今
年
２
月
に
稲
沢

地
区
に
お
い
て
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置

工
事
に
参
加
し
、
ト
ー
タ

ル
１
２
０
０
ｍ
の
柵
設
置

が
で
き
た
。
鉄
柵
事
業
を

行
っ
た
地
域
に
お
け
る
、

効
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　
　
　

真
名
畑（
杏
の
里
）

１
㎞
、
木
野
反
地
区
４
・

９
㎞
、
那
倉
地
区
０
．
８

㎞
、
効
果
は
大
き
い
。
今

後
の
こ
の
よ
う
な
柵
設
置

事
業
の
予
算
を
増
や
し
継

続
す
る
。

　
　
　

地
域
住
民
の
協
働

に
よ
っ
て
地
域
づ
く
り
を

す
る
、
小お

だ

ぎ

り

田
切
徳と

く
み美

農
学

博
士
の
『
農
山
村
は
消
滅

し
な
い
』
言
葉
に
繋
が
っ

て
行
く
の
で
は
。

　
　
　

地
域
活
動
に
つ
な

が
る
事
業
を
町
も
協
力
し

て
進
め
る
。

　
　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
実

証
実
験
の
ス
タ
ー
ト
は
い

つ
か
。

　
　
　

平
成
22
年
地
域
交

通
常
活
性
化
協
議
会
発

足
、
実
証
実
験
は
25
年
田

代
・
那
倉
地
区
バ
ス
運
行
、

26
年
常
豊
地
域
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
、
27
年
田
代
・

那
倉
地
区
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
、
30
年
高
城
地
区
タ

ク
シ
ー
の
運
行
を
行
い
ま

し
た
。

　
　
　

秋
田
県
横
手
市
で

行
っ
て
い
る
事
業
を
実
施

で
き
な
い
か
。

　
　
　

ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
運

行
は
、
塙
町
で
も
検
討
す

る
。
交
通
協
議
会
に
お
い

て
提
案
す
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
施
に
つ
い
て
は

毎
年
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

　
　
　

松
く
い
虫
に
よ
る
倒
木

撤
去
整
理
の
現
状
は
。

　
　
　

地
す
べ
り
地
域
の
保
安

林
は
、
手
を
付
け
ら
れ
な
く
問

題
が
大
き
い
。

　
　
　

倒
木
の
整
理
は
、
遠
野

興
産
伊
香
工
場
を
活
用
で
き
な

い
か
。

　
　
　

活
用
す
れ
ば
倒
木
整
理

が
進
む
と
期
待
し
て
い
る
。
ま

た
県
と
も
伐
倒
・
搬
出
作
業
や
、

地
す
べ
り
地
区
・
保
安
地
区
の

倒
木
に
つ
い
て
も
交
渉
す
る
。

松
く
い
虫
に
よ
る
倒
木
整
理
は

県
と
も
交
渉
し
対
応
を
進
め
る

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

不納欠損処分の実態は

慎重かつ適正に実施するよう指示している
　
　
　

国
保
税
の
滞
納
に
お

け
る
、
短
期
被
保
険
者
証
と

資
格
証
明
書
の
発
行
状
況

は
。

　
　
　

短
期
被
保
険
者
証

は
、
国
民
健
康
保
険
法
及
び

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
対

策
要
綱
に
基
づ
き
発
行
し
て

い
る
。
平
成
31
年
３
月
１
日

現
在
の
発
行
状
況
は
、
一
か

月
の
短
期
被
保
険
者
証
は
40

世
帯
63
名
。
三
か
月
有
効
期

限
被
保
険
者
証
は
10
世
帯
13

名
。
六
か
月
有
効
期
限
被
保

険
者
証
は
20
世
帯
37
名
。
資

格
証
明
書
発
行
は
11
世
帯
。

　
　
　

滞
納
分
の
整
理
と
し

て
、
不
納
欠
損
を
乱
発
す
る

状
況
は
な
い
か
。

　
　
　

町
税
の
不
納
欠
損
処

分
に
つ
い
て
は
、
塙
町
財
務

規
則
に
基
づ
き
実
施
す
る
も

の
で
、町
民
負
担
の
公
平
性
、

行
政
の
信
頼
に
関
わ
る
た

め
、
慎
重
か
つ
適
正
に
実
施

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

高
こうえん

縁　光
ひかる

議員

　
　
　

昨
年
実
施
の
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
実
証
実
験

の
事
業
総
括
は
。

　
　
　

平
成
31
年
２
月
開

催
の
塙
町
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

実
証
実
験
の
検
証
を
行
っ

た
。
内
容
は
、
65
歳
以
上

で
免
許
の
自
主
返
納
や
身

体
的
に
運
転
が
難
し
い
方

な
ど
、
今
後
こ
の
助
成
事

業
を
利
用
し
た
い
と
70
％

の
回
答
を
得
て
い
る
。

　
　
　

今
後
こ
の
事
業
の

継
続
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

県
補
助
金
を
活
用

し
た
、
全
町
的
な
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
実
証
実
験
の
結
果
は

参
加
７
割
の
方
が
事
業
継
続
を
望
ん
で
い
る

太陽光パネルの現状は

町内に32カ所設置してある　
　
　

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
箇
所

数
と
、
パ
ネ
ル
枚
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
町
外
業
者

の
設
置
箇
所
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
。

　
　
　

10
キ
ロ
以
上
事
業
用
発
電
は

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
課
税
分
で

町
内
32
カ
所
あ
る
が
、
そ
の
内
法
人

と
個
人
合
わ
せ
て
町
外
業
者
保
有
は

16
業
者
で
18
カ
所
。

　
　
　

自
然
災
害
の
環
境
破
壊
や
汚

染
を
引
き
起
こ
す
問
題
が
今
起
き
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

　
　
　

産
業
廃
棄
物
と
し
て
業
者
に

よ
り
処
分
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
は
買
取
価
格
の
中
に
処
分
費
用
も

入
っ
て
い
る
。
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公共交通で老後の

安心な足の確保

塙工高再編問題への対応は

皆様の力を借りて運動をしたい 　
　
　

塙
工
業
高
校
学
校
再
編

問
題
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度

の
募
集
定
員
49
名
に
対
し
、
志

願
者
数
が
12
名
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
中
に
塙
町
内
の
生
徒

は
何
人
な
の
か
。

　
　
　

県
立
高
校
第
２
期
選
抜

の
合
格
発
表
が
終
わ
っ
て
い
な

い
た
め
、
現
時
点
で
塙
町
の
生

徒
数
に
つ
い
て
回
答
を
控
え
る
。

　
　
　

議
会
と
し
て
、
二
回
ほ

ど
塙
工
高
校
長
先
生
の
講
演
会

を
開
催
し
た
が
、
子
供
達
の
い

る
家
庭
に
は
伝
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

町
長
を
先
頭
に
活
性
化

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
粘
り
強

く
廃
校
に
な
ら
な
い
よ
う
運
動

を
行
っ
て
い
く
。
町
と
議
会
、

東
白
川
郡
、
卒
業
生
、
先
生
方

を
含
め
皆
様
の
力
を
借
り
た
い
。

質
問

答
弁

ＰＤＣＡサイクルとは業務を継続的
に改善する手法

太陽光パネル

事業サイクルの考え方は

効率化を進めるべく検討する

PLAN
計画

DO
実施

CHECK
確認

ACT
改善

PDCA サイクル
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質
問

答
弁
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モニターさんのモニターさんの 声声声
議会だより
モニターさんの
１．表紙及び裏表紙

・すっきりしていて良い。

・写真説明文が子供の顔に近かった。

・写真説明文は写真下へ配置すべきだった。

・編集後記の文字数が少なかった。

２．12 月定例会関連記事（Ｐ 4～ 5）

・議員発議 3 件の条例変更を 5 ページ下段

　にまとめたのが分かりやすかった。

・定数と報酬の議論詳細が記載されて分か

　りやすかった。用語解説もよかった。

３．一般質問記事（Ｐ 7～ 16）

・余白が気になった。

・質問順ではなく、質問テーマでまとめた

　配置にできないか。

・どういう趣旨で質問しているか分からな

　い。また質問と答弁が噛み合っていない。

・読みたい議員が一目でわかりとても良い。

４．後半ページ

＜ 11 月臨時会＞

・反対討論が背景写真により若干見にくい。

・賛成と反対の意見も掲載されて分かりや

　すい。

＜追跡レポート＞

・内容が充実していない。今回の防犯カメ

　ラの件は今回掲載しなければならないタ

　イミングだったのか。

・前回よりも丁寧に改善されてよかった。

　写真の挿入も考えてみるべき。

・担当委員の持ち込みであれば、委員のコ

　メントを掲載してはどうか。

＜委員会レポート＞

・質疑の「Ｑ」「Ａ」を強調すると見やすい。

５．その他ご意見など

・今年にかける２文字は、各議員の思いが

　伝わらないので、選んだ理由を載せるべ

　き。

・特集するほどの内容ではないのでいらな

　い。

・２～３ページはバランスが良い構成である。

　　

今
回
モ
ニ
タ
ー
を
引
き
受
け

て
か
ら
議
会
だ
よ
り
を
よ
く
読

む
よ
う
に
な
り
、
以
前
よ
り
も

町
政
や
議
会
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
は

「
私
た
ち
町
民
が
町
政
に
関
心

を
持
つ
こ
と
」だ
と
思
い
ま
す
。

議
会
の
内
容
が
議
会
だ
よ
り
を

通
し
て
町
民
に
伝
わ
る
よ
う
、

ま
ず
は
手
に
取
り
読
ん
で
頂
く

こ
と
が
町
政
に
関
心
を
持
つ
こ

と
に
つ
な
が
る
第
一
歩
だ
と
思

い
ま
す
。
町
の
情
勢
や
議
員
の

考
え
を
知
る
う
え
で
、
大
変
便

利
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
議
会
だ
よ

り
が
、
分
か
り
や
す
く
読
み
や

す
い
誌
面
に
な
る
よ
う
、
微
力

な
が
ら
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

私もひとこと
委嘱されたモニターさん２人に議会だよりについてご意見をいただきました。

斉
さいとう

藤直
なおこ

子（西河内）

町
政
に
関
心
が
持
て
る
よ
う
に

町
政
に
関
心
が
持
て
る
よ
う
に

　前回 1 月 25 日発行の議会だより 145 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
以
前
に
比

べ
て
写
真
も
多
く
な
り
、
と
て

も
分
か
り
や
す
く
見
や
す
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
自
身
、
モ
ニ
タ
ー
に
な

る
以
前
は
議
会
だ
よ
り
を
パ
ラ

パ
ラ
見
る
く
ら
い
だ
っ
た
の

で
、
モ
ニ
タ
ー
就
任
後
に
読
む

の
が
大
変
で
し
た
。
何
を
伝
え

た
い
の
か
、
グ
ラ
フ
で
表
し
た

も
の
も
が
何
な
の
か
分
か
り
に

く
か
っ
た
で
す
が
、
伝
え
た
い

部
分
を
大
き
く
し
、
説
明
を
入

れ
て
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に

し
、
裏
表
紙
の
写
真
も
で
き
る

だ
け
大
き
く
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
若
い
人
に
も
「
議
会
だ
よ

り
」
を
読
ん
で
も
ら
い
、
今
塙

町
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
来
年
こ
ど
も
園
が
で
き

ま
す
が
、
議
員
同
士
で
の
話
し

合
い
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
こ
ど

も
園
を
設
立
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
が
塙
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
誌
に
な
っ
て
欲
し

い
で
す
。

生
うぶかた

方恵
え み

美（台宿）

読
者
目
線
の
誌
面
づ
く
り

読
者
目
線
の
誌
面
づ
く
り

町
政
に
関
心
が
持
て
る
よ
う
に

読
者
目
線
の
誌
面
づ
く
り

町
や
議
会
の
動
き
が
気
に
な

り
傍
聴
に
来
ま
し
た
。

　

傍
聴
に
訪
れ
た
方
が
少
な

く
残
念
で
し
た
。
町
外
か
ら

数
人
の
傍
聴
人
が
来
て
い
た

が
良
い
こ
と
で
す
。

　

傍
聴
者
が
多
い
と
、
質
問

側
と
答
弁
側
で
緊
張
感
が
増

し
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
議
論

を
す
る
こ
と
で
町
の
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
。
議
会
の
活
動

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
り
交
通
事
故
防

止
の
観
点
か
ら
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
す
る
方
が
増

え
て
き
て
い
る
反
面
、
運
転

が
出
来
な
い
と
何
処
に
も
出

か
け
ら
れ
な
い
事
は
不
便
に

感
じ
ま
す
。
自
主
返
納
者
へ

の
手
厚
い
支
援
策
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

日
くさか

下　昇
のぼる

さん（大町）

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
は

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は

　

ど
う
で
し
た
か

―
議
会
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

活発な議論は
町の発展につながる

ひとことインタビューひとことインタビュー
　平成31年３月定例会の傍聴者数はのべ21人でした。
傍聴された方の中からインタビューを実施し、感想や
意見をいただきました。

―
町
に
対
す
る
意
見
、

　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

用語
解説



　

平
成
30
年
度
議
会
報
告
会（
意
見
交
換
会
）を
２
月
11
日
に
塙
町
防
災
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
割
貝
寿
一
議
会
運
営
委
員
長
よ
り
議
会
報
告

が
行
わ
れ
た
後
、
鈴
木
孝
則
副
議
長
が
進
行
役
と
な
り
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
①
少
子
高
齢
化
対
策
、
②
公
共
交
通
に
つ
い
て
で
、
幅

広
い
視
点
か
ら
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
こ
の
内
容
を
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
の
た
め
の
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

聞きました！
 さまざまな町⺠の 声

議会報告会
意見交換会

参加者データ

塙町議会だより第 146号　2223　塙町議会だより第 146 号

参加された方からの意見 議会からの返答

少子
高齢化
関連

魅力ある町づくりが大切。できる事から進める
べき。

魅力はたくさんある。災害が少なく資源は豊
富な塙町を住んでいる人が好きにならなけ
れば。

Ｕターンする若者が少ないのでは。
若者定住促進住宅団地など、町も少子化対策
には力を入れている。

子育て環境づくりが大切。各地区公民館には遊
具がない。保育園に行かない子供達が遊べる場
所が必要。

町の移住や空き家政策が遅れている。他市町
村では職員を増やし対策強化をしている。産
み育てるための食育を含むきめ細かい子育て
環境整備に重点を置くなどしながら、移住者
を呼び込む施策が重要だと考える。

公共交通関連
地方版総合戦略にも公共交通について記載があ
る。有識者で会議を年１回開催するとなってい
るが議会は検証しているのか。

今後議会として検証を行う。また昨年秋に秋
田県横手市を視察し、参考となる取り組みを
研修した。今後町から議会に対し提案してく
るのではないか。

その他

議会を夕方開催にすれば若い人が議員になれる
のでは。また会社員では議員になれず、議員報
酬のみでは生活できない。

兼業議員や、土日祭日を利用した議会開催も
検討しなければならない。

本会議や全員協議会、各常任委員会などを傍聴
できるのか。委員会の日程がわかると傍聴でき
る。

原則傍聴可能だが、一部は長が認めた場合の
秘密会がある。議会の動きはフェイスブック
やツイッター、ホームページでも情報発信し
ている。今後マスコミにもうまく情報提供し
ていきたい。

子育て施設の充実、一時預かり所のようなもの
があればよいのでは。

建設中のこども園に木育広場を造って欲しい
と町側に要望している。

健康寿命を延ばす観点から、各地区サロン的な
集まる場所が欲しい。若い人と老人が交流でき
る場所があれば健康増進につながる。

サロンは各地区で行っている。簡単な食事提
供やお母さんが休めるところもいいのでは。

塙工業高校が 2023 年に廃校になる報道があり
残念。

同じ存続問題があった他校が計画から除外さ
れているので、塙工業高校についても議会と
しては諦めていない。

＜これ以外にも様々な意見がありました＞
・山仕事の従事者がいない。養成所みたいなものはできないか。
・今回の意見交換会は内容が充実していた。もう少し議員個人の建設的な意見を出してほしい。
・議員の考えもわかり、意義ある意見交換会だった。
・敬老会のあり方について、町の敬老精神を明確にしてもらい、議会において議論してもらいたい。

説明する議員 様々な意見が出ました

議長あいさつ

大勢の方に参加いただきました

男性
１８名

⼥性
８名

⼥

参加者の
年代

意見交換会の
印象

議員の
説明は

わかった
８名

（47％）

わかりにくい
１名（６％）

どちらで
もない
８名

（47％）

どちらで
もない
８名

（47％）

良かった
８名

（47％）

悪かった
１名（６％）

～30代
１名（４％）

60代～
24名（92％）

40～50代
１名（４％）
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委員会レポート

・日時　平成 31 年 2 月 14 日（木）

・場所　現地及び委員会室

・出席委員　鈴木　茂委員長　

　　　　　　ほか委員全員（計：7 名）

・調査まとめ

（１）川上第一配水池更新事業

　　　（川上見明地内）

　新しい配水池は 158 トンの貯水量で地域

の需要に対応でき、渇水期でも水量が減ら

ないとの事。施設管理では職員の目視確認

から遠隔での確認ができるよう改善された。

（２）さくらタウン末広造成事業

　　　（塙末広町地内）

　造成工事は 1 月末での進捗率 80％で、

今年 4 月の販売開始を目指す。質疑の中で

は、宣伝広告方法や行政区割り、土地購入

時の優先順位等が出された。委員からは、

立地条件や景観がよく素晴らしい分譲地で

あるとの意見だった。

（３）町営住宅入居状況

　担当課長より各町営住宅（7 地区）の入

居状況や、空き部屋公募状況、世帯別収入

階級状況についての説明があった。現在 2

カ所で政策空き家を実施し、立て直し等の

検討を進めている。今後効率の良い町営住

宅の維持をしてもらいたい。

経済常任委員会報告

工事進捗状況調査及び町営住宅の現状

・日時　平成 31 年 2 月 7 日（木）

・場所　委員会室

・出席委員　鈴木安次委員長　

　ほか委員全員（計：７名）

・調査まとめ

（１）入札執行事務について

　北原定住促進住宅新築工事入札以後、町

執行による入札の信頼性が揺らいでいるた

め、入札執行事務について調査を行った。

委員から、町民より町の動きが全く分から

ないので、入札結果は町ホームページで検

索しやすい公表の仕方を検討するべきとの

意見があった。

（２）塙町社会福祉協議会の運営について

　町監査委員から、塙町社会福祉協議会の

運営について改善を要する意見書が出され

たため、調査を実施した。事業内容は社会

福祉を目的とする事業の企画及び実施など

福祉分野の多岐にわたるが、民間との競合

などによる赤字経営を、これまで積み立て

てきた基金を取り崩し対応しており、早急

な改革が必要である。

（３）町税等の不納欠損処分について

　町税等の滞納発生の現状（滞納者の生活

状況や滞納理由など）や、納税勧奨事務の

実態について説明があった。町は滞納解消

のため、財産調査や差し押さえを実施して

いるが、滞納者の所在不明や差し押さえ財

産がないなど、費用対効果の観点から不納

欠損処分をせざるを得ない現状だった。

総務常任委員会報告

3 件の所管事務調査を実施

現地調査のようす

あの質問はどうなったのか？跡

　 　

　

　

　
　

　平成 30 年 9 月から 11 月までの 3 か月
間に高城地区で行われた、タクシー利用
金助成試験運行の結果はどうだったの
か。

　イノシシによる農作物被害は大きな影
響であり、猶予がない状況である。一網
打尽にするような企画が望まれる。また、
年間を通じた駆除が必要だと考える。

　平成 31 年 2 月に塙町地域公共交通活
性化協議会のワーキンググループで高城
地区の実証試験検証を行った結果、試験
参加者の約 7 割の方から今後も利用した
いとの要望があったため、県補助金を活
用し全町的な実証試験を平成 31 年度に
行う。

１．ワイヤーメッシュ柵事業
　エリアを広く囲むことができ、草刈り
作業に支障がでない。定期的な管理は必
要だが、長期的に設置が可能。
２．箱罠事業
　年間を通じて設置可能で、箱罠の見回
りやエサの補充などの問題をクリアでき
れば、行政区への貸出を行う。
３．電柵事業
　旧来から実施の事業で、年間を通じて
設置可能。

　塙町地域公共交通活性化協議会が事業
主体として試験運行を実施し利用者は
78 名。実績は 9 月は 83,040 円、10 月は
117,900 円で、11 月分については現在集
計中であり、利用者からのアンケートも
いただいている。今後検討を重ねバスと
の兼ね合いもあるが、全町的な実施が可
能かどうか財源を含め検討する。

　イノシシは平成 29 年度で年間 314 頭
捕獲しているが、実施隊の人数に限りが
あるため、その力には限度がある。法令
等々の問題もあるため、第 2 次的な実施
隊の創設ができるかどうかを含めて検討

したい。

追
レポー

ト 議員の一般質問の中からピックアップし、

その動き・現在の状況を調査します。

タクシー利用助成試験運行の結果は
平成 30 年 12 月定例会

早急な有害駆除対策実施を望む
平成 30 年 6 月定例会

全町的に実証試験を実施

平成 31 年度より 3事業が実施される

利用者は 78 名だった
人数に限りがあり検討したい

答弁 答弁

その後

その後

現在使用している入札箱
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議会の動き議会の動き
湯遊ランド幹部との懇談会湯遊ランド幹部との懇談会

　

２
月
28
日
（
木
）
午
後
３
時
か
ら
、
経
済

常
任
委
員
会
と
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
幹
部
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
オ
ー

プ
ン
か
ら
現
在
ま
で
の
各
年
度
の
収
支
や
、

施
設
及
び
雇
用
の
現
状
、
今
後
の
経
営
戦
略

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
出
席
し
た
委
員
か

ら
提
案
や
助
言
を
す
る
形
式
で
、
約
２
時
間

の
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。
町
の
貴
重
な
観
光

施
設
で
も
あ
り
、
町
民
の
健
康
増
進
の
た
め

に
も
必
要
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
と

協
力
し
な
が
ら
健
全
か
つ
安
定
的
な
経
営
が

で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

湯遊ランド幹部との懇談会
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議会の動き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成３１年１月１日～３月３１日

年月日 会 議 名 称

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

高
縁　

光

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

鈴
木
安
次

小
峰
由
久

割
貝
寿
一

小
林
達
信

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

大
縄
武
夫

31.1.10 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

31.1.17 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

31.1.17 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.1.17 塙工業高校校長先生による講演会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○

31.2.7 総務常任委員会（調査） ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

31.2.11 議会報告会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.2.14 経済常任委員会（調査） ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

31.2.27 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○

31.2.28 経済常任委員会と湯遊ランド幹部懇談会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

31.3.4 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○

31.3.4 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

31.3.6 3 月定例会（1日目：議案説明） ○ ○ 私用 ○ ○ 私用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.7 3 月定例会（2日目：議案説明、委員会付託）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.7 総務常任委員会 ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

31.3.7 経済常任委員会 ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

31.3.7 広報常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ―

31.3.8 3 月定例会（3日目：一般質問 5名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.8 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

31.3.12 3 月定例会（4日目：一般質問 5名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.12 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.13 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.14 予算決算常任委員会（当初予算審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 私用
早退 ○ ○ ○

31.3.15 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

31.3.15 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.15 3 月定例会（5日目：議案審議） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31.3.15 議会運営委員会 ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○

○出席　－該当外

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と

して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、

忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

自治功労者表彰受賞自治功労者表彰受賞
　

平
成
31
年
２
月
６
日
（
水
）
第
70
回
全
国
町
村
議

会
議
長
定
期
総
会
に
お
い
て
、
町
村
議
会
議
員
と
し

て
通
算
15
年
以
上
在
籍
で
、
塙
町
議
会
よ
り
大
縄
武

夫
議
員
と
割
貝
寿
一
議
員
の
２
名
が
全
国
町
村
議
会

議
長
会
よ
り
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
、
昨

日
閉
会
し
た
平
成
31
年
３
月
塙
町
定
例
会
初
日
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
両
議
員
と
も
平
成
16
年
に
町
議
会

議
員
に
初
当
選
以
降
連
続
４
回
当
選
し
、
現
在
大
縄

議
員
は
第
19
代
塙
町
議
会
議
長
、
割
貝
議
員
は
議
会

運
営
委
員
長
と
し
て
議
会
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

自治功労者表彰受賞

表彰を受けた割貝議員（左）と大縄議員（右）

東白川地方町村議会議員研修会東白川地方町村議会議員研修会
　

平
成
30
年
12
月
19
日
（
水
）
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
に

て
、
東
白
川
郡
内
の
町
村
議
員
が
一
同
に
会
し
た
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
前
福
島
県
町
村

会
長
の
加
藤
憲
郎
前
新
地
町
長
が
「
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
新
地
町
外

の
ご
出
身
で
、
嫁
ぎ
先
の
家
業
を
継
い
だ
後
に
新
地

町
議
会
議
員
に
当
選
。
以
後
平
成
14
年
よ
り
新
地
町

長
を
４
期
16
年
務
め
た
経
歴
紹
介
や
、
未
曽
有
の
大

震
災
と
原
発
事
故
を
経
験
し
、
当
時
の
状
況
や
復
興

の
現
状
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東白川地方町村議会議員研修会

講演する加藤元町長

委員と幹部との懇談会



あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか

次回の６月定例会は
６月１３日（木）からの予定です。

場所　役場２階　議場
（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）

あなたも議会を
傍聴してみませんか

塙町議会だより第 146号　28

U
R
L
http://w

w
w
.tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp/

E-m
ai
gikai@

tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp

〒
９
６３

－５
４
９２
福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
三
丁
目
２
１

TEL０
２
４
７
－４
３
－２１５
０
　
FA
X０
２
４
７
－４
３
－２１１６

発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
大
縄
武
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編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

み ん な い き い き　VOL．40
皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：花の里川上

活 動 場 所：塙町大字川上地内

会　　　長：石井　均　（TEL：４３ー３６５５）

自由な意思で参加する地域ボランティア活動

管理している会員

　川上４区は美しい景観と豊富な水辺にあり

ます。20 年前、その里山の畑はシノやクズ

の葉で覆われ荒廃していました。誰かが「よ

り美しい自然を後世に残さなければならな

い」と叫びかけ、平成 20 年頃からひまわり、

紫陽花、水仙作りから始まり、草刈りをする

人が現れ、区民総出での環境改善に取り組む

ようになりました。また、塙ライオンズクラ

ブから桜苗、区民からは桜、レンギョウ、ユ

キヤナギ、その他の寄贈もあり、荒れていた

畑が花の里へと変わりつつあります。県のサ

ポート事業や町の舗装整備が進み、現在は日

本桜の会にも入会し、記念樹も植えられてい

ます。「無理強いしない活動で、限られた労

力と自費で成果は少しづつ現れて、当初の思

いは今後も継続されていくと思う。」と話し

ています。ぜひ散策に訪れて下さい。

　

３
月
定
例
会
は
、
湯
遊
ラ
ン

ド
の
運
営
状
況
悪
化
や
、
福
島

県
教
育
委
員
会
の
方
針
が
出

て
、
塙
工
高
の
存
続
問
題
が
議

論
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
町
と
議
会
及
び
近
隣
町
村

の
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
署
名
活
動
も
始
ま
り
、
町

民
の
皆
様
の
熱
意
が
県
知
事
に

伝
わ
れ
ば
と
願
う
ば
か
り
で

す
。
そ
し
て
、
新
規
事
業
予
算

10
事
業
の
内
、
高
齢
者
対
策
と

し
て
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
調
査

費
」
や
「
乳
幼
児
子
育
て
用
品
・

購
入
補
助
事
業
」
も
織
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
議
員
活
動
も
残
す

所
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
描
い

た
政
策
の
実
現
や
課
題
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

吉
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明

編
集
後
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編
集
後
記

編
集
後
記

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

吉
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克
則

副
委
員
長　

下
重　

義
人
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員　

高
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光
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員　

青
砥　

與
藏
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吉
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広
明
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七
宮　

広
樹


